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【問題 1】 
まず、(1)フェミニズム思想の萌芽とその展開について、主要な論客の主張内容や論点の
変遷を十分に理解し、正確に説明できているか否かが評価される。さらに、(2) これと関
連する現代正義論および現代法理論の主要論点を適切に説明した上で、(3) フェミニズム
の意義について詳細に論じることが求められる。 
【問題 2】 
まず、(1) 実定法の解釈において用いられる様々な解釈技法について適切に説明すること
が求められる。(2) それらと関連づけながら、国内におけるいわゆる「法解釈論争」の展
開、およびドイツや英米における各種の法解釈理論について説明を加え、(3) 法の解釈の
必要性について詳しく論じることができているか否かを評価した。 


